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主な内容

新ごみ処理施設建設計画及び
消防署所再編計画等についての
　　　　　　　 先進地研修を実施

天草広域連合議会議員

　天草広域連合議会では、新ごみ処理施設の建設を計画するにあたり、一度候補地が白紙に
なったものの、その後に新たな場所で新ごみ処理施設の建設を進めている宇佐・高田・国東
広域事務組合と、これまであった消防署所を再編することで、より効率的で消防力が強化で
きる再編計画を進めている飯塚地区消防本部への先進地研修を実施しました。

（平成28年10月５日㊌～６日㊍）
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　天草広域連合議会が視察研修した宇
佐・高田・国東広域事務組合（大分県
宇佐市）では、用地取得もほぼ完了し、
平成31年度完成を目指して計画が進
められています。
　研修の中では候補地決定までの経
緯、候補地選定のための委員構成、具
体的な地域振興の内容など、天草で建
設計画を進めるうえでも参考になる話
を多く聞くことができました。

　飯塚地区消防本部（福岡県飯塚市）では、平成の大合併後、各所に配置されている消防署所を、
管内一つの地域として適正に消防力を配置するために、現在の11署所から６署所に再編する
ことになっています。
　研修の中では、再編にあたっての住民への関わり方や、再編による効果、再編する署所の配
置基準、将来的な事務委託方式への移行の有無など、いろいろな意見交換がなされました。

天草広域連合議会　先進地研修天草広域連合議会　先進地研修

▲宇佐市役所にて

▲飯塚地区消防本部にて

新ごみ処理施設建設計画を研修

消防署所再編計画等を研修

公募による候補地の決定と
地域振興の支援
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初任科第６１期生が卒業しました！初任科第６１期生が卒業しました！

　一般財団法人全国消防協会事業の住宅用火災警報器等の配布モデル地
区に牛深町真浦・加世浦地区が選ばれ、住宅用火災警報器100個、住宅
用消火器25本、防火エプロン及び防火アームカバー 25セットが無償配布
されました。
　９月11日の配布式後には、真浦地区及び加世浦地区の区長と天草市消
防団牛深方面隊第２分団員が、高齢者世帯など一軒一軒に設置して回り
ました。
　この真浦・加世浦地区は「せどわ」と呼ばれる住宅密集集落で、火災
が発生すると、緊急車両等が現場まで進入できず、消火活動に時間を要
し集落全体が延焼し、人命に危険が及ぶ事態が考えられます。しかし、
今回の住宅用火災警報器や住宅用消火器の設置により、火災の早期発見、
初期消火の実施が可能となり、地域防災の対策が一歩前進しました。

　平成28年９月16日㊎、熊本県益城町において熊本県消防学校初任科第
61期生の卒業式が行われました。天草広域連合消防本部からは、平成28
年度入署の新入職員11名が入校し、111日間の厳しい初任教育を修了し
ました。
　今年度は、入校して１週間後に発生した熊本地震により、学校施設が
大きな被害を受け、大幅な教育計画の変更が行われましたが、少ない教
育訓練の中で、消防士として必要な体力訓練、救急活動においての知識
の習得、各種災害に対応することのできる技術、精神力の向上等の厳し
い訓練を受けました。卒業式においては、優秀な成績を収めた学生に授
与される成績優秀賞に２名の職員が選ばれるなど、11名全員が優秀な成
績を収めました。卒業後は、各配属先において、一人前の消防士として、
住民の生命、身体、財産を守れるよう、日々精進していきます。

住宅用火災警報器を配布しました住宅用火災警報器を配布しました

平成28年度 緊急消防救助隊九州ブロック合同訓練に参加しました平成28年度 緊急消防救助隊九州ブロック合同訓練に参加しました
　平成28年11月５日㊏から６日㊐にかけて長崎県雲仙市国見町、多比良
港をメイン会場とし、長崎県域８箇所において平成28年度緊急消防援助
隊九州ブロック合同訓練が開催されました。この訓練は、阪神・淡路大
震災を教訓に創設された緊急消防援助隊が東日本大震災や平成28年熊本
地震など、国内で発生した大規模災害に迅速かつ的確に対応するため、
毎年、九州各県で行われています。天草広域連合消防本部は、９隊36名
を緊急消防援助隊に登録しており、今回は、後方支援隊として２隊６名
の隊員が熊本県大隊の一員として訓練に参加しました。
　消防庁からの出動要請を受け直ちに出動、集結場所である玉名パーキ
ングエリアを経由し、長崎県雲仙市の百花台公園付近で沖縄県大隊と合
流しメイン会場の多比良港に出動しました。
　訓練は、マグニチュード7.3の地震により人的・物的被害が拡大してい
るという想定のなか、熊本県大隊においては、瓦礫下（暗渠）救出の指
令を受け５日の夜、６日の朝に救出活動を行い、助けを求めている人を
無事救出することができました。
　今回の訓練を終え、緊急消防援助隊としての使命を改めて自覚すると
ともに、訓練を通じ、隊員相互間及び関係機関との連携活動をより強固
にし、迅速かつ即応する体制を確立することができました。
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平成27年度の運用状況は、次のとおりです。

情報公開条例と個人情報保護条例の運用状況

「天草広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」により、連合職員の人数や給与などの概要
を次のとおり公表します。

※（ ）内は、職員数のうちその年の４月１
日に新規採用された職員の数です。
※関係市町からの派遣職員は含みま
せん。
※再任用（フルタイム）職員を含みます。

※「請求件数」とは、公開請求及び開示請求の対象となる書類別の件数です。

広域連合の職員数や給与などを公表

①職員の任免の状況

1 職員の任免・職員数

①人件費の状況（普通会計決算見込額）

2 職員の給与

②部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　   条 例 名

　実施機関名

広域連合長
選挙管理委員会
監査委員
議　会
合　計
不服申し立て件数

情報公開条例
行政文書の情報公開状況

請求者数（人）
12
0
0
0
12

12
0
0
0
12

12
0
0
0
12

請求件数（件）

０件

公開件数（件）

個人情報保護条例
個人情報の開示請求状況

請求者数（人）
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

請求件数（件）

０件

開示件数（件）

区分

人数

平成27年
４月１日現在の職員数

区　　分

区　　分 計
一　般　行　政　職

平成27年度

平成27年
平成28年
対前年増減数

225人
226人
１人

議会・総務 民　　生 衛　　生
11人
10人
△１人

０人
０人
０人

５人
５人
０人

209人
211人
２人

消　　防

3,790,810千円 1,806,011千円 47.6％ 46.8％
歳出額　Ａ 人件費　Ｂ 人件費率　Ｂ／Ａ （参考）前年度の人件費率

③職員の平均年齢、平均給料月額の状況 ④職員の初任給の状況

区　　分

区　　分330,207円

273,270円

284,715円

176,700円

144,600円

大学卒

高校卒

一般行政職
一般行政部門

消防部門

15人

211人

226人

56.5歳

35.7歳

37.1歳全職員
（再任用〔フルタイム〕職員を含む）

平均給料月額

初　任　給

平均年齢職員数

②職員給与費の状況（普通会計決算見込額）

区　分

平成27年度 225人 796,435千円 244,628千円 300,037千円 5,960千円1,341,100千円

職員数
Ａ 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

給　　与　　費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

平成28年
４月１日現在の職員数

226人（12人）

退職

11人225人（13人） ０人

採用
H27年４月２日～H28年３月31日

職
員
数

（平成28年４月１日現在）
（平成28年４月１日現在）
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●配偶者 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13,000円
●その他の扶養親族 ‥‥‥‥‥１人6,500円
　（16歳～22歳の子は1人5,000円を加算）

●管理職手当を支給されている職員が、臨時の
必要等により週休日など、または平日深夜に
勤務した場合に支給。
●週休日などに勤務した場合は、勤務１回あた
り6,000円（６時間超えの場合は9,000円）、
平日深夜の場合は3,000円を支給。

●ごみ処理特殊作業に従事した職員に支給…
　日額200円

●消防の火災・救助・救急業務等に出動従事した
職員に1回330円～1,000円を支給

●正規の勤務時間として午後10時から翌日の午
前５時までの間に勤務した場合に支給

●管理又は監督の地位にある職員に支給
　事務局長及び消防長‥60,000円
　次長及び消防次長‥‥50,000円
　課長及び署長‥‥‥‥40,000円

●単身で赴任する職員に、交通距離に応じて
30,000円～78,000円を支給

●物価や生計費が特に高い地域に勤務する職員
に支給

●借家は家賃額に応じた額を支給
　（27,000円を限度）

８：30～17：15
７時間45分

12：00
　～13：00

土曜日及び
　　　日曜日

結婚休暇
産前休暇
産後休暇
妻の出産休暇
育児時間休暇
子の看護休暇
親族の死亡休暇
夏季休暇

５日以内
８週間以内
８週間以内
２日以内
１日２回・各30分
５日以内
１～７日
３日以内

①法令等及び上司の職務上の命令に従う義務
②信用失墜行為の禁止
③秘密を守る義務
④職務に専念する義務
⑤政治的行為の制限
⑥争議行為等の禁止
⑦営利企業等の従事制限

６月期
12月期
合　計

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.6月分

勤務手当
0.8月分
0.8月分
1.6月分

自己都合
20．445月分
29.145月分
41.325月分
49.59月分

応募認定・定年
25.55625月分
34.58250月分
49.59月分
49.59月分

●休日に勤務した場合に支給

●勤務時間外に勤務した場合に支給

※交代制勤務の職場などは、別に定めています。

※地方公務員には、全体の奉仕者として守らなければ
ならない義務が、次のとおり定められています。

※分限処分とは、職員が心身の故障などにより、職責を
十分に果たせない場合に行う処分をいいます。
※懲戒処分とは、職員が法令違反や公務員としてふさわ
しくない非行などがあった場合に行う処分をいいます。

①分限処分　０件
②懲戒処分　０件

3 職員の勤務時間その他勤務条件 4 職員の服務の状況

5 職員の分限及び懲戒処分の状況

①勤務時間・休憩時間・週休日の状況 ①服務の根本基準

②休暇制度の概要

⑤特別職の報酬等の状況（平成28年４月１日現在）

⑥職員手当の状況（平成28年４月１日現在）

区　分

年　額

扶養手当

住居手当

通勤手当

単身赴任
手　　当

管理職員
特別勤務
手　　当

地域手当

管理職
手　当

年次有給休暇 年に20日を限度に付与

最大６カ月（無給）

必要と認められる期間病気休暇

介護休暇

特別休暇
（主なもの）

広域連合長

95,000円
副広域連合長

61,000円
議　長

61,000円
副議長

55,000円
議　員

51,000円
識見監査委員

日額 7,000円

区　分

１日の勤務時間 休憩時間 週休日

休暇の種類 付与要件、日数など

内　　　容 区　分

時間外勤務
手　　当

期末・勤勉
手　　当

夜間勤務
手　　当

休日勤務
手　　当

特殊勤務
手　　当

退職手当

内　　　容

（平成27年度）

●交通機関を利用する場合‥運賃額を支給
　（上限50,000円）
●自動車などを利用する場合‥距離に応じて
2,000円～31,600円を支給



本渡地区清掃センタ  ーからのお知らせ本渡地区清掃センタ  ーからのお知らせ
本渡地区清掃センターに、計量器を１基増設！！本渡地区清掃センターに、計量器を１基増設！！
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　清掃センターにおきましては、搬入車両の渋滞緩和対策として計量器の増設工事を実施中です。
　ごみを持ち込まれる場合はごみの搬入時とごみを降ろしたあとの２回計量する必要がありま
す。今回、計量器を１基増設し、退出時の計量を使い分けすることにより、並び直さず計量する
ことで、渋滞の緩和ができます。
　完成は平成29年３月、供用開始は４月を予定しています。

ごみ搬入
１回目計量・受付

２回目計量・精算
（空重量）

並んでいる車の最後尾に並ぶ

ごみを降ろす

現 在

増設後

退出

■搬入・計量から退出までの流れ(概略図）

ごみ搬入 計量器①（既設）
１回目計量・受付

計量器②（新設）
２回目計量・精算

ごみを降ろす

退出



本渡地区清掃センタ  ーからのお知らせ本渡地区清掃センタ  ーからのお知らせ

　現在、清掃センターでは平日でも渋滞していますが、計量器の増設工事を実施に伴
い渋滞が悪化し待ち時間が長くなっています。
　特に、年末は各家庭からの持ち込みにより車両台数が増加することから、例年以上
の渋滞が予想されますので、清掃センターをご利用される際は時間に余裕を持ってお
越しください。また、なるべくお住まいの地区のごみステーションに出していただき
ますようお願いいたします。

ごみの持ち込みは時間に余裕をもってごみの持ち込みは時間に余裕をもって

7 架け橋

※並んでいる車の最後尾は、センター正門から運動公園付近(約500m）まで並び、
待ち時間が２時間以上かかることもあります。 

□清掃センターの渋滞状況

□計量器増設工事状況
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天草広域連合
空と海と人とのふれあい

〒863-0001 熊本県天草市本渡町広瀬1687番地2
TEL：0969-24-3188
FAX：0969-24-2726
HP  http://amakusa-kouikirengo.or.jp/　

『物品購入等・役務』、『建設工事・測量建設コンサルタント』の
　競争入札（見積り）参加資格審査申請および
『小規模工事等契約希望者登録』の参加申込を受け付けます。

■受付期間＝「物品購入等・役務」…平成29年２月１日㊌～２月28日㊋まで
　　　　　　「建設工事・測量建設コンサルタント」…平成29年４月３日㊊～４月28日㊎まで
■有効期間＝「物品購入等・役務」…平成29年４月１日～同31年３月31日まで（２年間）
　　　　　　「建設工事・測量建設コンサルタント」…平成29年６月１日～同31年５月31日まで（２年間）
■申込方法＝総務企画課に備え付けの申請書に必要事項を記入し、財務監理係へ郵送または持参してくだ
さい。（申請書はホームページからも取得できます。）

《小規模工事等契約希望者登録とは》
　天草管内に本店等を有し、天草広域連合に建設工事等の競争入札参加資格の登録がない事業者が対象と
なります。主に天草広域連合が発注する小規模な建設工事や建設工事に係る修繕で契約金額が50万円以
下のもの。※詳しくは総務企画課財務監理係 ☎0969㉔3188へ。

平成29・30年度

　平成28年11月12日㊏、第７回天草地域幼少年婦人防火
大会が天草市民センターで開催されました。
　本大会は天草地域の幼年消防クラブ、少年消防クラブ、
婦人防火クラブ及び消防機関が一堂に会して、相互の交流
親睦を図りながら防火防災に対する誓いを新たにし、クラ
ブ員の健全な育成と、防火クラブの活動の強化と活性化を
図るために３年ごとに開催しています。
　大会の第１部では、地域の防火防災に貢献された優良ク
ラブ11団体に天草地域幼少年婦人防火委員会会長表彰が授
与されました。第２部では幼年・少年消防クラブ７団体に
よる演技披露が行われ、防火クラブの子供たちが日ごろの
練習の成果を大ホールのステージで、元気いっぱい披露し
てくれました。

第７回 天草地域幼少年婦人防火大会を開催第７回 天草地域幼少年婦人防火大会を開催
表彰団体
・枦宇土保育園幼年消防クラブ
・宮地岳保育園幼年消防クラブ
・さくら保育園幼年消防クラブ
・苓陽幼稚園幼年消防クラブ
・姫戸ひかり保育園幼年消防クラブ
・志岐保育園幼年消防クラブ
・富岡保育園幼年消防クラブ
・新和小学校少年消防クラブ
・上小学校少年消防クラブ
・姫戸小学校少年消防クラブ
・星光園女性防火クラブ

演技披露団体
・志岐保育園幼年消防クラブ
・愛光園幼年消防クラブ
・あそか保育園幼年消防クラブ
・東向寺保育園幼年消防クラブ
・観音ちびっこ消防クラブ（観音保育園）
・牛深少年消防クラブ（牛深小学校）
・久玉少年消防クラブ（久玉小学校）
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